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(Case study No.2 at Omiya and Yotsui district in Fukui city) 
Shingo T AMAKI， Eiziro T AKAHASHI 
(R配 eivedApr. 15， 1972) 
This report is a series of “A report of housing conditions at the land re-adj-
ustment district on the sprawling area (Case study No.1 at Omiya and Yotsui 
district in Fukui city)"--Memoirs of the faculty of engineering. Fukui univ-
ersity Vol. 20. No. 2 .1972一一.This report aims to clarify the regional specia-
1ization of housing classes at the land re-adjustment district on the sprawling 
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表 2ー 1 勤務所在地分布表
勤務先所在地 大宮地区 北四ツ居地区 両地区平均
中 1) 地 域 42.8% 34.4% 38.6% 
既 成 市 街 地 域 24.6 12.6 18.6 
周辺スプロール地域 11.8 31. 7 21.6 
周 辺 粗 住 地 域 4.3 4.9 4.6 
市街化区域外周辺村落地域 0.5 3.3 1.9 
市 外 5.3 6.0 5.7 
県 外 2.1 1.1 1.6 















































































































3.6% 人O 33.7 33.0 34.3 人4 
54.6 53.1 56.1 人1 14.5 13.9 15.2 人5 
29.6 34.5 24.8 人2 6.6 6.2 7.1 人6 
9.7 9.3 10.1 人3 1.8 2.1 1.5 人7 
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2.3 A N 明不
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まとめ
「住居移動の実態Jをまとめてみれば，以下のごと
くであるD
(1) 中心地域からの転入者は，両地区ともに多いが，
県外から転勤してきた中堅専門技術者は，大宮地区
(区画整理地区)へ，周辺村落地域からの若い技能
労務者は結婚をして北四ツ居地区〈未区画整理地
区〉へという傾向が見られる。
白)両地区とも，昭和37年頃からこれらの地区への転
入者が徐々に増えはじめ，とくに昭和4J年以後の転
入者が多い。また，大宮地区では，最近の転入者の
住宅に民間借家が多いことから，この地区での民間
借家の建設が激しいことが伺われる。
(3) 転居理由として，大宮地区は北四ツ居に比べて，
「就職転勤のため」の借家指向層の理由，北四ツ居
地区は I自分の家Jr結婚JI家賃が高かった」の
比率が高い。
性) また，転居理由には階層性がみられ，前住宅の所
有関係が借家層，低収入層，技能的，労務的職業層
は，家をもつこと自体が目的とLヴ持家指向理由，
持家層，高収入層，個人業主・自由業，管理的職業
は「設備J.I老朽JI広さ」等の住宅の質的改善理
由， 中間収入層，専門的・技術的事務的職業層は
「就職転勤」とくに転勤の理由が強L、。 (1).(剖.(4) 
から推測できるが，外延市街化地域での地域的階層
分化はすでに居住者の転入の段階ですすめられてい
ることがわかる。
(5) 現住地選定理由にも階層性がみられ，現住宅の所
有関係が持家層，高収入層，会社・団体役員，管理
的，個人業主， 自由業は「自然環境JI土地入手」
の機会との理由，借家層，中低収入層，専門的・技
術的，事務的，販売サービス的職業層など被雇傭者
層は「通勤，通学JI抽選に当った」との理由が相
対的に強い。
(6) 全体的に「通勤，通学J.I自然環境」などは転居
したい理由としては意識されていないが，現住地選
定にあたり，居住者の意識に大きなウェイトを占め
てくるo また，土地を選ぶ際の条件として都市的社
会施設の整備条件などは，まだあまり考慮されるに
至っていなL、。
3 区画整理事業に対する考察と調査のまとめ
3・1環境造成の商からみた土地区画整理事業
わが国において過去半世紀以上にわたり続けられて
きた土地区画整理は，既成市街地の環境整備あるい
は，新市街地造成のための一手段として大きな役割
を果してきた。ここで取り上げた福井市においても戦
災復興土地区画整理事業以来，市街地整備の手段とし
て一貫して事業が行なわれてきており，とくに最近は
外延市街化地域に対するいわゆる新市街地造成=宅地
造成土地区画整理事業として盛んに施行されてし、る。
また，本研究で調査地区として選んだ無秩序なスプロ
ール地区=北四ツ居地区の環境整備のための 1手段と
して土地区画整理事業が今後施行されるケースも考え
られるが，区画整理の施行はたんに物理的な市街地の
整備にとどまるのではなしすでに，みてきたよう
に，そこにおける住宅階層，社会階層の変革を伴うも
のである。したがって，計画にあたりこれらの点を考
察に入れないと，市街地の整備が新たな住宅問題，都
市環境問題を生み出すことになりかねない。
今回の調査を通じてえられた外延市街化地域に対す
る区画整理の利点と問題点をまとめてみると，以下の
ごとくであろう。
利点(1) 北四ツ居地区に見られるような無秩序なスプ
ロー ノレ幣害の除去o民間による乱雑な零細規模
の宅地と細街路網から生ずる居住地の狭小過密
化を防ぎ，計画的一定の水準をもった居住環境
をつくり上げるには1つの有効な手段である。
但)上下水道，都市ガス，公園，広場，道路等の
都市公共施設を先行的，計画的に整備してゆく
上では効果的であるo
(剖公共施設の整備にともない急速に地区内人口
密度が増し，コンパクトな居住地が早く形成さ
れるため，経営の成り立つスーパー，庖舗，銀
行，郵便局等の日常利便施設の整うのが早い。
問題点(1) 区画整理にともなし、その地区の地価が上
昇する結果，地価負担力のない階層は区画整理
地区をさけ，低地価の非区画整理地区へ流入し
てゆき無秩序なスプロール地域を形成する 1つ
の誘因となることが考えられる。
白) 福井市の基本構想(昭和47年1月6日発表〉
の「都市建設の基本的方向」の中で「地方中核
都市としての責任を果たすため，都市型工業
(機械工業〉および中枢管理機能関連産業の集積
を進める」。このため「交通， 通信網の整備と
流通施設の整備」を図るといわれており，また
福井市都市計画街路図などをみると，外延市街
地域での幹線道路の計画は幾多ある。このよう
に土地区画整理事業が幹線道路の設置を大きな
目的として持っていることはゆがめられない事
実である。この幹線道路を中心に区画整理地区
の細街路は，グリット状にきれいに整備され交
通の流通をよくしている。このことは，地区内
道路上での通過交通を激しくさせると予想さ
れ，また，実際にまわりを幹線道路で固まれた
大宮地区の居住者は「通学・通園の安全さ」に
対して不満を訴えている。
以上は実態的な環境造成の面からの検討であるが，
区画整理にともなう社会経済的な側面として，一般に
つぎのようなことが指適されているoすなわち r用
地買収に比べ公共支出がともなわない安上がりの市街
地整備(とくに道路整備〉手段として政策的に重視さ
れてきたため，本来公共投資でやられるべきものが受
益者負担なる原理によって住民への経済的圧迫を法的
に正当イじされるlこいたるo また，地価の上昇をもたら
すために，とくに地価負担能力のない被雇傭者借家人
層等は，そこに住めないような状態すら生ずることが
おこる。」しかし，これらについては今回調査の範囲
外であり新たな視点から検討を加える必要がある。
3・2 調査結果のまとめ
1. 近年，福井市外延市街地域への拡大が，区画整理
事業による宅地造成地域と，無秩序スプロール地域
という 2つの開発地域を形成しながら激しL、。
2. この両地区の聞には，住環境及び社会階層におけ
る地域分化が見られる。それらについて，それぞれ
まとめてみると以下のごとくであるo
(1) 住環境の違いは，無秩序なスプロール地域=北
四ツ居では不動産業者による宅地造成がさかん
で，その結果，宅地・住宅ともに狭小な建売分譲
住宅が多く，また，新築住宅についても，大宮地
区より狭小で，全体に狭小過密な居住地が形成さ
れているo一方，区画整理地域=大宮地区は北四
ツ居地区に比べ，比較的環境も整備され，持家住
宅は広い。また，近年この地区では高家賃の民間
借家の建設が激しい。反面，開発進行の違L、から
両地区間には，坪当り，約1万円前後の地価の違
いが生じている。
但)現在宅の所有関係について，大宮地区は借家，
給与住宅，北四ツ居地区は持家，公営住宅の割合
が高いことが，地域的特性であると同時に住宅の
所有関係別に居住者の階層性がみられ，持家は雇
傭者あるいは自営クやループ，民間借家， 民間ア
ξートは被雇傭者グループ，給与住宅は管理的，
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事務的職業，公営住宅は事務的，販売サービス的
職業に多L、。
(3) 社会階層の違いは，区画整理地区=大宮地区に
は専門的・技術的職業，個人業主，自営業が多く，
収入も中高収入層の割合が高い。一方，無秩序な
スプロール地域=北四ツ居地区には，技能的・労
務的職業，販売，サーピス的，保安サーピス的職
業が多く，低収入層の割合が高L、。
(4) 住居移動に関して，転居理由・現住地選定理由
に階層性がみられる。前住宅が借家層，低収入層
は持家指向理由，持家層・高収入層は住宅の質的
改善理由，専門的・技術的職業等の中間収入層は
転勤らの生活転機がそれぞれ対応し，現住地選定
に当っては，現住宅が持家層・高収入層は自然環
境のよさを求めて，専門的・技術的，事務的・販
売サーピス的職業層は通勤・通学の便利さに魅力
を感じて住宅地を定めているO また，全体的では
あるが，とくに無秩序スプロール地=北四ツ居地
区の居住者は，住宅を取得するさいに，土地・住
宅の取得問題など，経済的な問題にウェイトがお
かれ，都市的施設の整備状況すなわち地区環境や
生活利便が犠牲を余儀なくされているo
(5) 大宮地区では近年民間借家の建設が激しく，家
賃も高家賃のものが多い。
(6) 要求施設は，区画整理地域=大宮地区と無秩序
スプロール地域=北四ツ居地区の聞に，まずこ，階
層的に違いが見られる口 (3-5-2まとめ参照〉
以上，今回の実態調査を通じてある程度明らかにさ
れたように，無秩序なスプロール地域の生活環境は，
区画整理地域に比べ，劣悪な状態に置かれているD こ
れらの地域をこのままほおっておくならば，さらに，
環境の悪化が進むことが予想される。地方中心都市に
おいて，これらの地区の環境整備の施策として考えら
れるほとんど唯一のものが，土地区画整理であるが，
これとて住民の要求に見合った形で、なされなければ真
に住民のための環境整備とはなりえないだろう。
本研究を通じても明らかにされたように，居住者
の実態，居住者の環境に対する要求には，地域性，階
層性があり，産業基盤整備のための幹線道路を重視し
たような道路網や土地利用計画を一律に押しきせてゆ
くならばますます矛盾が激化されると考えられるo こ
んごの生活環境造成計画には，個々の住民の要求を明
らかにし，住民とともにプラ γをつくり上げてゆくと
いう姿勢が，さらに求められているであろうo
(昭和47年4月15日受理〉
